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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成30年6月7日(2018.6.7)

【公開番号】特開2016-224662(P2016-224662A)
【公開日】平成28年12月28日(2016.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-070
【出願番号】特願2015-109841(P2015-109841)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   1/26     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    1/26     ３３４Ｐ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５５Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ａ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｖ

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月17日(2018.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　前記表示装置は、前記操作画面を前記情報処理装置に表示させるための操作画面情報を
前記情報処理装置へ送信する操作画面情報送信手段を有し、
　前記情報処理装置は、
　前記操作画面情報を受信する操作画面情報受信手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記操作画面情報に応じた操作画面を前記表示手段に表示させる
　請求項２に記載の表示システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、表示装置と接続して通信を行う第１通信手段と、前記第１通信手段が接続し
ている表示装置から、当該表示装置の機能を表す機能情報を受信する機能情報受信手段と
、前記表示装置が有する第２通信手段への電力供給を制御する機能が前記機能情報に含ま
れている場合、当該機能を有効又は無効とする設定情報を前記表示装置へ送信する設定情
報送信手段と、前記表示装置の電源をオン又はオフにする命令を前記表示装置へ送信する
命令送信手段とを有する情報処理装置と、前記情報処理装置と接続して通信を行う第２通
信手段と、前記第２通信手段が接続している前記情報処理装置へ前記機能情報を送信する
機能情報送信手段と、前記設定情報を受信する設定情報受信手段と、前記設定情報が有効
を表す場合、自装置の電源がオフのときも前記第２通信手段へ電力を供給し、前記設定情
報が無効を表す場合、自装置の電源がオフであるときは前記第２通信手段への電力の供給
を停止する第１制御手段と、前記第２通信手段に電力が供給されているときに、前記命令
を前記第２通信手段が受信した場合、受信した命令に応じて自装置の電源をオン又はオフ
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とする第２制御手段とを有する表示装置とを備える表示システムを提供する。
　この表示システムによれば、ユーザーの要求に応じて表示装置に対する遠隔での電源の
投入を可能にすることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明においては、前記表示装置は、前記操作画面を前記情報処理装置に表示さ
せるための操作画面情報を前記情報処理装置へ送信する操作画面情報送信手段を有し、前
記情報処理装置は、前記操作画面情報を受信する操作画面情報受信手段を有し、前記表示
制御手段は、前記操作画面情報に応じた操作画面を前記表示手段に表示させる構成として
もよい。
　この構成によれば、情報処理装置において表示された操作画面に対する操作に応じて、
表示装置に対する遠隔での電源制御を行うことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　ネットワークスタンバイ機能とは、電源コードやＡＣアダプターなどを介して電力がプ
ロジェクター１０Ａへ供給可能な状態において、操作部１３０Ａの電源ボタンやリモート
コントローラーなどによりプロジェクター１０Ａの電源をオフとしても、制御部１１０Ａ
と通信部１８０Ａには電力を供給し、外部装置との通信を可能とする機能である。この機
能を有効に設定した場合、操作部１３０Ａの電源ボタン、リモートコントローラーの電源
ボタン又は情報処理装置２０からの制御によりプロジェクター１０Ａの電源をオフとして
も、制御部１１０Ａと通信部１８０Ａに電力が供給される状態となる。また、この機能を
無効に設定した場合、操作部１３０Ａの電源ボタン、リモートコントローラーの電源ボタ
ン又は情報処理装置２０からの制御によりプロジェクター１０Ａの電源をオフとすると、
制御部１１０Ａに電力を供給するものの、通信部１８０Ａに電力を供給しない状態となる
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　プロジェクター１０Ａから送信された機能情報を近距離通信部２０８が受信すると、制
御部２０１は、近距離通信部２０８が受信した機能情報を取得する。制御部２０１は、機
能情報を取得すると、プロジェクター１０Ａに接続したことをユーザーに通知するダイア
ログボックスが表示されるようにタッチパネル２０３を制御する（ステップＳＡ７）。制
御部２０１は、このダイアログボックスの表示に際し、取得した機能情報にネットワーク
スタンバイ機能を表す情報が含まれているか判断する。制御部２０１は、取得した機能情
報がネットワークスタンバイ機能を表す情報を含む場合、プロジェクター１０Ａが電源オ
フのときにもリモコン機能を使用するかユーザーへ問い合わせるためのチェックボックス
が表示されるようにタッチパネル２０３を制御する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　プロジェクター１０Ｂから送信された機能情報を近距離通信部２０８が受信すると、制
御部２０１は、近距離通信部２０８が受信した機能情報を取得する。制御部２０１は、機
能情報を取得すると、プロジェクター１０Ｂに接続したことをユーザーに通知するダイア
ログボックスが表示されるようにタッチパネル２０３を制御する（ステップＳＣ７）。制
御部２０１は、このダイアログボックスの表示に際し、取得した機能情報にネットワーク
スタンバイ機能を表す情報が含まれているか判断する。制御部２０１は、取得した機能情
報にネットワークスタンバイ機能を表す情報が含まれていない場合、プロジェクターが電
源オフのときにもリモコン機能を使用するかユーザーへ問い合わせるためのチェックボッ
クスが表示されないようにタッチパネル２０３を制御する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　プロジェクター１０Ｃから送信された機能情報を近距離通信部２０８が受信すると、制
御部２０１は、近距離通信部２０８が受信した機能情報を取得する。制御部２０１は、機
能情報を取得すると、プロジェクター１０Ｃに接続したことをユーザーに通知するダイア
ログボックスが表示されるようにタッチパネル２０３を制御する（ステップＳＤ７）。制
御部２０１は、このダイアログボックスの表示に際し、取得した機能情報にネットワーク
スタンバイ機能を表す情報が含まれているか判断する。制御部２０１は、取得した機能情
報にネットワークスタンバイ機能を表す情報が含まれていない場合、プロジェクターが電
源オフのときにもリモコン機能を使用するかユーザーへ問い合わせるためのチェックボッ
クスが表示されないようにタッチパネル２０３を制御する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　情報処理装置２０から送信された文字列を通信部１８０Ａが受信すると、制御部１１０
Ａは、通信部１８０Ａが受信した文字列を取得し、次に情報処理装置２０で表示させるＧ
ＵＩ画像のデータを、通信部１８０Ａを制御して情報処理装置２０へ送信する（ステップ
ＳＥ１７）。また、制御部１１０Ａは、取得した文字列に応じて、画質に関連する機能の
設定を行う（ステップＳＥ１８）。例えば、制御部１１０Ａは、「明るい」の部分に対応
した文字列を取得した場合、カラーモードを「ダイナミック」に設定し、「暗い」の部分
に対応した文字列を取得した場合、カラーモードを「シネマ」に設定する。記憶部１２０
Ａには、カラーモード毎に、予め明るさ、コントラスト、色の濃さ、色合い、シャープネ
スなどの設定値が記憶されており、制御部１１０Ａは、設定したカラーモードに対応して
予め記憶部１２０Ａに記憶されている明るさ、コントラスト、色の濃さ、色合い、シャー
プネスなどの設定値を取得し、取得した設定値で映像処理部１５０を制御する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】



(4) JP 2016-224662 A5 2018.6.7

【００９２】
　次に、設定した画質設定を記憶させない場合の動作例と、設定した画質設定を記憶させ
る場合の動作例について、図２３～２５を用いて説明する。
　ユーザーは、設定した画質が好みの画質ではない場合、画面にある「中止」の部分をタ
ップする操作を行う（ステップＳＦ１）。この操作が行われると、制御部２０１は、ＧＵ
Ｉ画像のＨＴＭＬデータにおいて、タップされた部分に対応するｂｕｔｔｏｎタグのｖａ
ｌｕｅ属性に記述されている文字列をプロジェクター１０Ａへ送信する（ステップＳＦ２
）。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　この後、ユーザーが、リモートコントローラー又は操作部１３０Ａを操作して画質を変
更すると（ステップＳＧ６）、図１７～図２０の画面で設定した画質とは異なる画質とな
る。画質が変更された後、ユーザーが図１０の画面が表示されているタッチパネル２０３
において「メモリー」と表示されている部分をタップする操作を行うと（ステップＳＧ７
）、制御部２０１は、ＧＵＩ画像のＨＴＭＬデータにおいて、タップされた部分に対応す
るｂｕｔｔｏｎタグのｖａｌｕｅ属性に記述されている文字列をプロジェクター１０Ａへ
送信する（ステップＳＧ８）。情報処理装置２０から送信された文字列を通信部１８０Ａ
が受信すると、制御部１１０Ａは、通信部１８０Ａが受信した文字列を取得する。制御部
１１０Ａは、取得した文字列が、「メモリー」の部分に対応した文字列である場合、ステ
ップＳＧ３で記憶したデータを記憶部１２０Ａから取得する（ステップＳＧ９）。制御部
１１０Ａは、取得したデータに基づいて映像処理部１５０Ａを制御し、投写する画像の画
質を、ステップＳＧ３でデータを記憶したときの画質に変更する（ステップＳＧ１０）。
　このように本実施形態によれば、対話形式で設定した画質から画質を変更しても、対話
形式で設定した画質に容易に戻すことができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　コントロールアプリは、プロジェクター１０の機種名と当該機種名が備える機能とを対
応付けたテーブルを有する構成としてもよい。この構成の場合、情報処理装置２０は、コ
ネクションを確立したプロジェクター１０から機種名を取得し、当該テーブルと、取得し
た機種名から接続先のプロジェクター１０の機能を特定してもよい。
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